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INFOMATION

平成25年度乳用牛群能力検定成績速報（概況）

= 家畜改良事業団 =
　平成 25 年度の乳用牛群能力検定成績速報がまとまりましたので、その概況をお知らせします。なお、本情報は
家畜改良事業団のＨＰに掲載されておりますので、ご参照ください。

１　牛群検定の普及状況
　平成 23 年の東日本大震災においては、東日本の酪農
家を大きく減少させ、さらに近年では、飼料価格の高騰
やＴＰＰ交渉などの社会情勢も加わり、大きく酪農家が
減少しています。しかし、検定農家の減少は、酪農家全
体の減少より緩やかであり、相対的には普及率は微増し
ています。
　検定農家戸数の普及率では、鳥取県の 83.1％を筆頭に、
宮崎県が 81.1％、鹿児島県、福岡県が 70％以上、岡山県、
北海道、沖縄県、熊本県において 60％以上と高い普及率
を示していますが、全国平均では 49.8％に留まっていま
す。検定牛頭数の普及率も検定農家とほぼ同様で全国平
均では 60.8％となっています。

２　305 日乳量からみる泌乳能力の状況
　平成 25 年の 305 日乳量は過去最高の乳量となり、全
国 9,406㎏、対前年＋ 120㎏になりました。対前年で 100
㎏以上の大きな伸びを示したのは、平成 16 年以来のこ
とで、９年ぶりとなりました。特に北海道で大きく伸び
て 9,383㎏、対前年＋ 153㎏、都府県は 9,452㎏、対前年
＋ 54㎏となりました（図１）。これは濃厚飼料給与量の
増加、とりわけ北海道における増加が要因の一つとして
あげられます。
３　月別検定成績からみる生乳生産状況
　平成 23 年から 25 年までの３カ年の月別検定成績の推
移を図２に示しました。都府県における平成 23 年は震
災等により乳量の検定成績は大幅に落ち込みましたが、
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平成 23 年は震災等により乳量の検定成績は大幅に落ち込みましたが、平成 25 年では、ほぼ回復
したと言えます。また、北海道は平成 25 年８月ごろまで伸びていましたが、８月以降は前年とほ
ぼ同じ乳量となっています。濃厚飼料給与量は都府県、北海道ともに昨年同様に多給の傾向が続
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いており、北海道と都府県の差は１kg 程度となっています。 
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４ 繁殖成績 
 
 図３に示したとおり分娩間隔は全国で 437 日と昨年から２日延びました。これは過去最高だっ
た平成 23 年の 438 日に次ぐものです。都府県は昨年と比較して同一の 446 日でしたが、北海道に
おいて 432 日と２日延びたことが要因となっています。 
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平成 25 年では、ほぼ回復したと言えます。また、北海
道は平成 25 年８月ごろまで伸びていましたが、８月以
降は前年とほぼ同じ乳量となっています。濃厚飼料給与
量は都府県、北海道ともに昨年同様に多給の傾向が続い
ており、北海道と都府県の差は１㎏程度となっています。

４　繁殖成績
　図３に示したとおり分娩間隔は全国で 437 日と昨年か
ら２日延びました。これは過去最高だった平成 23 年の
438 日に次ぐものです。都府県は昨年と比較して同一の
446 日でしたが、北海道において 432 日と２日延びたこ
とが要因となっています。

　昨年より公表している分娩間隔の分布（図４）では、
最頻値 364 日、中央値 411 日とこれらも、同様に昨年よ
りも延びています。

＜補　足＞　牛群検定実施牛と未実施牛の差
　「速報」には掲載しておりませんが、図５は牛群検定
の実施牛と未実施牛の能力差を推計したものです。平成
25 年の経産牛１頭あたり年間乳量においては 2,306㎏も
のの差が生じています。40 頭規模で計算すると乳量で約
92 トン、乳代で約 810 万円（乳価平均 87.8 円で計算）に
相当します。牛群検定を実施している農家が牛群検定成
績を活用することにより、検定未実施農家と、このよう
に大きな能力差となっています。
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